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麻酔のこの 20年間の発展はめざましいものがあり，手術時の患者の管理は一
変したと言って過言でない。しかし最近はその臨床面の実施はほぼ確定し，これ
が将来どのように発展するかは医療に関係するものに興味ある点であり，麻酔学
に従事しているものの重大関心事である。これらの点から本著の題名は大きな期
待をもたせられる。
本著は現在の麻酔医が，一見単に手術場で，麻酔器を操作し，患者を眠らせる
ことに専従しているものと見られ勝であるが，実際は患者の睡眠と麻酔とは全く
ことなるものであり，麻酔とは患者と手術医の聞に立ちその数多くの情報を熟知
して，この情報を基礎にして麻酔器を操作する立場にあるものであるとの観念に
立って論じている。従って麻酔の操作は患者から送られる情報によって決定され
るべきものであるが，この情報をどのように把握するかが問題であるとし，この
見知から見ると麻酔の実行は，白痴的見解に立つものと，有識の上に立つものと
区別できるとしている。
さて現在多くの情報処理の機構が進歩しているが，この極限では麻酔医はコン
ピューターにとって代られるか，コンピューターを制御する医師に進展すること
になるだろうとしている。現在のこの機械的情報処置によってどのようなことが
行なわれるかを見ると，患者生理機能をとり出すことは可能である。たとえば現
在医師が，患者の脈を触知。して患者の状態を知りうるとうぬぼれているが，患者
の monitorから得られる情報の，血圧・脈圧・脈波の型，などを処理して得られる
ものにくらべると，はるかに機械によるものに劣っている。また麻酔器の気化器
を患者からの呼吸や循環から得られる情報から正確に作動させることも将来は不
可能ではないとしている。現状における患者の呼吸の型・血圧の測定に附随して
得られる患者の情報の処理法をやや体的に述べているが，これら情報で麻酔器を
自動的に操作するにはさらに血液の pHとか Pco2 を連続的にとらえるなどの
必要性と，なお多くの工学的な進歩がなければならぬことを明らかにしている。
結論的に現在一見単純な麻酔実施操作を近年著しく発展した工学的処理にまか
せようとすると，それにはまだ多くの問題点がある。これは工学の発展と，患者
情報処理のとり上げ方のいかによって，不可能でないだろうが，現在ではこれら
からはむしろ現在の麻酔時の患者管理法や麻酔器の改良に役立つ程度である。現
在のところ得られる患者からの情報は患者生理機能の個々なものを明らかになし
うるが，麻酔で必要なこれら諸機能の総合的判定を得て麻酔を決定する基盤を得
ることにほど遠い。麻昨医はこれら機械を十分利用することがなお将来必要であ
ると述べている。
本書は本文 93頁の小冊子であるが，巻末に生理機能の deta処置の公式がつ
け加えられている。工学的な数式や用語は一般の臨床医にとっては難解な点もあ
るかも知れないが，麻酔の将来を考える一つの考え方として興味がある。
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